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心ってなんやろう？
• 心の語源（一説）

• コロコロ、すぐに変わるから心

• この世は2元の原理

（1次元・1軸の対極で成立つ）

（2次元・2つの要素から成立つ）

• 見えるものと見えないもの
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心が“コロコロ”しないように学ぶのが
道徳や倫理

• 道徳（モラル）

• 徳を積む道。

• 徳：正邪・善悪の判断が付き、正しい行為を行う。

• 個人の日常生活での行動の基準

• 個人と集団とのつながり・関係性

• 個人と社会とのつながり・関係性

ちなみに・・・
それをはじめに教えてくれる人は？
お母さん・家族。一番小さな社会 家庭が教える。



ふたり以上なら決めないといけない事
それを教え実践するのが家庭と地域
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決まりごと、
守るべき秩序）

※秩序：

物事の正しい順序・筋道。

社会などが整った状態で

あるための筋道。
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